
小布施町とは？

位置 ⻑野市の中⼼部から15km圏
総⾯積 19.12 km2（県内最⼩）
⼈⼝ 約1.1万⼈
産業 農業（栗・りんご・ぶどう等）

観光業（農業資源を活かした観光業）

「景観を修復し、まちをつくる」⼩布施町の景観まちづくり #⾃然・農業・暮らし・観光
Stage①景観まちづくりの開始（1970年代~）
→Stage②協働まちづくりへの拡張（2000年代~）
→Stage③⼈⼝減少時代のまちづくりへ（2010年代~現在）

⼟地利⽤規制

東⼤先端研・⼩布施町コミュニティ・ラボ
市街化調整区域における農村集落コミュニティの維持継承

⻑野県⼩布施町

東⼤・⼩布施コミュニティラボ ＃官学連携 ＃協働 ＃農村部 ＃農住混在
農村集落における地域資源を活かしたコミュニティ活性化と、ボトムアップ型の次世代⼟地利⽤制度づくりに向けた⽅向性の提⽰を⽬標に活動

農と暮らしゼミの開催
①⼩布施町の⼟地利⽤計画をより地域に効果があるかたちで実践する
②⼟地利⽤計画に関する具体的な意⾒交換
③新たな⼟地利⽤計画のあり⽅を考えるきっかけを作る

                 ⼩布施町における景観とはなにか︖

通り⾨調査/通り⾨論⽂発表（QRコード）
⼩布施町特有の建築である「通り⾨」を将来的に
まちの景観要素として活⽤する可能性を探る

都住の縁側を作ろう︕/ふらっとーく
地域の⽅々の想いを共有し、都住の将来
を考える対話の場を運営

農地調査
現状の耕作状況を調査

集落全員アンケート調査
94世帯/239⼈に配布
暮らしに関する現況把握と対話の場の設計へ

空き家の全域外観⽬視調査
空き家情報の整理

「⼩布施らしい景観」とはどのような景観なのか ＃地域らしさ ＃景観評価 ＃SD法 ＃関係⼈⼝ ＃農住混在
「⼩布施らしい景観」とは具体的にどのような景観であるのかを明らかにするために、アンケート調査を実施した。

調査項⽬

写真を⽤いた景観評価
・印象評価（形容詞対の5段階評価）
・⼩布施らしさ、改善意向の評価
 （形容詞対・景観要素）
回答者属性の把握

アンケートから分かったこと
1. ⼩布施町の景観に対する印象が、住⺠と関係⼈⼝との間で異なっていた。

町⺠︓「親近感」「洗練さ」「調和」
関係⼈⼝︓「⼼地よさ」「洗練さ」「ぬくもり」

2. 「⼩布施らしい」と認識される景観パターンが分かった。
︓町並修景事業を⾏った商業エリア、農地、町の景観基準に適合した建築物

3. 「⼩布施らしくない」と認識される景観パターンが分かった。
︓景観基準に適合していない新しい住宅地の景観

4. 「らしい」景観、「らしくない」景観に含まれる景観要素についても着⽬した。
「らしい」景観︓⾃然と町並みの調和、農業や緑地
「らしくない」景観︓ブロック塀や⾨、⾞道

調査概要

実施時期 2023年12⽉下旬〜2024年2⽉
調査対象 ⼩布施町住⺠・町に関係を持つ⼈
実施⽅法 ウェブアンケート
分析対象 町⺠及び、⾮住⺠のうち関係⼈⼝
回収数 350件（うち分析対象︓308）

⼩布施町HP 通り⾨論⽂

アンケート調査に基づいて→
グルーピングした小布施町の
景観

農住混在論⽂

雁⽥⼭から⾒た⼩布施町の様⼦


